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アオハル※、消防団。
ともに大学生ながら、所沢市消
防団の一員として活動する中村
さん、松本さん。
来春から新たな道に踏み出そう
とする 2人の青年に、消防団へ
の熱い思いを聞きました。
（裏表紙に関連記事）

※アオハル=青春
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付帯決議は、議会又は委員会における審議の対象である事件の議決に当たって、その事件について付随的に付けられる意見又は要望の
決議のことです。

市長提出議案のおもな内容
法改正による生活扶助基準額等の見直しに対応 ごみ収集での二酸化炭素排出の削減に向けて

　生活保護法の一部改正により、新たに進学準備給付金の
創設や平成30年10月に生活扶助基準額等の見直しが行わ
れることから、制度改正等に対応するためシステムを改修
するものです。（国補助率：1/2）

Ｑ 基準額が減額となる割合と、生活保護受給世帯の何%
が減額になるのか伺いたい。

Ａ 県は減額率を0.16%と想定しており、平成30年度の市の
生活扶助費の予算に当てはめると、462万4千円程度が減額
となり、減額される世帯の割合は81.5%で、3,039世帯と見込
んでいる。

（お問合せ先：生活福祉課　☎2998-9201）

議案第60号 平成30年度所沢市一般会計補正予算（第2号）
 生活保護システム改修事業　　259万2千円

　東部クリーンセンターのごみ焼却熱を利用し発電した電
力を電気式ごみ収集車（EVパッカー車）に活用し、ごみ収
集運搬業務における低炭素化を図るものです。（国補助率：
機器類対象事業費の1/2、燃料車両購入相当額を差し引い
た車両費の2/3）

Ｑ ごみ減量の効果が期待できるとのことだが、どのよう
なプロセスでごみが減量されるのか。

Ａ EVパッカー車にラッピングをし、イベント等でゼロエ
ミッションとごみ減量のPR活動を行うことにより、ごみの
減量化につながると考えている。

（お問合せ先：東部クリーンセンター施設課 ☎2998-5300）

議案第60号 平成30年度所沢市一般会計補正予算（第2号）
 廃棄物発電電力による収集運搬低炭素化事業

6,372万円

※ 建設環境常任委員会で、付帯決議　 を付しました。
 内容についてはこちら（6/14会議録の39ページ参照）→
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EUが実施する国際都市間協力事業であり、EUの都市と世界各国の都市がペアを組み、取組分野・課題を定め、相互訪問、会議・
セミナー等を通じて問題解決のための取り組みや成功事例について学び合い、課題に取り組むための実行計画を作成するものです。

ミューズの改修事業の契約を締結します 介護保険サービスの安定的な提供に向けて

議案第 79号について減額修正しました 「COOL JAPAN FOREST 構想」の実現に向けて

　所沢市民文化センター（ミューズ）において、設備等の
経年劣化への対応やバリアフリー対応、特定天井に係る既
存不適格への対応を行うため、PFI手法を用いて、設計・
建設、開館準備、その後10年間の維持管理等を包括的に
実施するものです。

Ｑ施設のどのあたりをどのようにバリアフリー化するのか。

Ａ 主なものとして、エレベーターやエスカレーターの設
置や自動ドア化、扉の軽量化、手すりの設置、スロープの
勾配角度の変更、点字ブロック等によるわかりやすい動線
の確保等を考えている。

（お問合せ先：文化芸術振興課　☎2998-9211）

議案第69号 所沢市民文化センター改修事業契約締結
 について

　国際都市間協力プロジェクトにおいて、ブラチスラバ市
（スロバキア共和国首都）が本市の連携パートナー都市と
して選定されました。本プロジェクトを円滑かつ友好的に
進めるため、ブラチスラバ市役所等を訪問し、意見交換や
今後のプロジェクトの進め方等を協議するものです。

Ｑ 国際都市間協力プロジェクトにおけるブラチスラバ市
との連携パートナー選定までの経緯は。

Ａ 今年2月に、協力分野を環境分野として本プロジェクト
のエントリーを行い、5月31日付けでスロバキア共和国の首
都ブラチスラバ市が選定され、本市の協力都市に決定した
旨の通知を駐日欧州連合大使より受けた。その後、6月6日
付けで議会にその旨の報告を行った。

（お問合せ先：環境政策課　☎2998-9133）

議案第79号 平成30年度所沢市一般会計補正予算（第3号）
 国際都市間協力プロジェクト　 推進事業

98万6千円

　平成32年完成予定の「ところざわサクラタウン」に
隣接する旧コンポストセンター跡地について、民間活
力を活かして利活用するため、当該跡地に残存する施
設の解体・改修工事を行うものです。

Ｑ 施設整備工事で土壌汚染対策、鉛汚染土処分とあるが、
どの箇所で見つかったのか。また除去作業の時期は。

Ａ 跡地内の発酵槽跡と受電室の間で汚染土が発見された。
除去する土壌の深さとしては60センチで、作業時期は解体
を始める前の早い段階で作業を行う。

（お問合せ先：商業観光課　☎2998-9155）

議案第70号 旧コンポストセンター跡地解体・改修工事
 請負契約締結について

　介護支援専門員が、居宅サービス計画において頻回
の訪問介護（生活援助に限る）を位置づける場合に、
当該居宅サービス計画を保険者に提出することを定め
る改正を行うものです。

Ｑ 訪問介護の利用回数について、頻回の場合、見直しを
するということだが、この背景について伺いたい。

Ａ 国の社会保障審議会・介護給付費分科会で、これまで
過剰利用があるのではないかといった意見もあり、その結
果、回数を決めて、これを超えた場合、検証するというこ
とで改正が行われたものと考えている。

（お問合せ先：介護保険課　☎2998-9420）

議案第67号 所沢市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
 運営に関する基準を定める条例の一部を改正
 する条例制定について
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第 187 号

身体に被害を及ぼすおそれのあるダイオキシン類及び有害物質の発生を少なくし、所沢にきれいな空気を取り戻すため、市、市民、
事業者の責務を明らかにし、良好な生活環境の維持と保全に努めることを目的に平成9年4月1日に制定し6月1日施行された条例です。

議員提出議案

小中学校の教室にエアコン設置を 良好な生活環境の維持と安全のために

意見書を提出 第6次所沢市総合計画の調査・研究のために

【要旨】
　本年度の政策として市長からは「暑さ対策としてエアコ
ンも含め検討する調査費を計上したい」という考え方が示
されたことから、迅速な調査のうえ、速やかに全校への設
置を求めるものである。

Ｑ「マチごとエコタウン所沢構想」に基づく小中学校空調
設備整備調査について、いつ頃までに調査結果をまとめる
方向か。また予算内でおさまるのか。

Ａ 空調設備調査支援委託の調査結果の納期については、
平成31年3月29日に設定している。
　委託料については、予算内の330万円で委託している。

請願第1号 市内小中学校の普通教室に「エアコン設置」
 を求める請願について

議員提出議案第7号 旧優生保護法による不妊手術の被害
 者救済を求める意見書について
　旧優生保護法のもとで、本人の同意なく不妊手術を受け
た障がいのある人の高齢化が進んでいることを考慮する
と、早急な謝罪と救済措置を講じるべきであり、政府に対
して3項目の取り組みを求めるものです。

議員提出議案第8号 ヘルプマークのさらなる普及推進を
 求める意見書について
　心のバリアフリーであるヘルプマークおよびヘルプカー
ドのさらなる普及推進を図るため、政府に対して3項目の
取り組みを求めるものです。

議員提出議案第9号 モニタリングポストの継続配置を求
 める意見書について
　福島県で廃炉作業が行われ、中間貯蔵施設等に除染土や
除染ごみが福島原発事故以前のレベルに戻るまでモニタリ
ングポスト（リアルタイム線量測定システム）設置を継続
すべきであることから政府に対し、撤去を撤回し、継続配
置を求めるため4項目を要望するものです。

議員提出議案第6号 第6次所沢市総合計画特別委員会の
 設置について
　第6次所沢市総合計画に関する調査・研究を行うため、
特別委員会を設置しました。

　第6次所沢市総合計画は、総合的かつ計画的な市政運営
を図るために策定する、本市の最上位計画です。
　基本構想においては、今後10年間（平成31（2018）年度
から平成40（2028）年度）にめざすべき姿を、本市の立地
や歴史、市民文化の特色や第5次所沢市総合計画の進捗状
況などを踏まえて、「将来都市像」として掲げるものです。

第6次所沢市総合計画特別委員会（定数9人）
　◎大石　健一（自由民主党・無所属の会）
　○荒川　　広（日本共産党）
　　城下　師子（日本共産党）
　　谷口　雅典（未来）
　　赤川　洋二（リベラル所沢）
　　福原　浩昭（公明党）
　　石原　　昂（自由民主党・無所属の会）
　　越阪部征衛（自由民主党）
　　桑畠　健也（至誠自民クラブ）

　　◎委員長　　○副委員長

諮問第1号 産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）に
 係る意見を求めることについて

　産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）について県から
照会があり、「ダイオキシンを少なくし所沢にきれいな空気
を取り戻すための条例　 」に基づき、議会の意見を求める
議案が提出されました。
　計画内容は、産業廃棄物収集運搬業の変更許可で、事業
計画者および計画地は、加藤商事株式会社、大字中富字月
野原978番1です。
　意見については、次のとおり付しました。

1　事業者は、関係法令に基づき、適正な対策を講じること。

2　廃棄物の搬入・搬出時の安全性を確保し、保管基準を
十分遵守すること。

3　周辺住民との相互理解を深め、周辺地域の生活環境の
増進に十分に配慮すること。

請 願 諮 問

※ 意見書の全文は、市議会HP「審議結果」からご覧いただけます。
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討論　̶議案に賛成・反対します̶

賛否が分かれた審議結果

議案第60号　平成30年度所沢市一般会計補正予算（第2号）　※生活保護システム改修事業
生活保護事務は、法定受託事務として国からの委託を受けて実施しているものであり、今回の生活扶助基準額
等の見直しは、一般低所得世帯の消費実態との均衡を図るために行われるものである。補正予算として計上さ
れたシステム改修費は、扶助費を適切に支給し、事務処理に遺漏を来さないために必要なものであると考え

る。また、他市においても同様のシステム改修が行われ、改修経費は国から2分の1が補助されることからも当該事
業の実施については必要であると考える。

今回の改正は、大学への進学援助、就労準備支援等の一部改善はあるが、生活扶助基準額等の見直しに伴う当
市の減額世帯は全生活保護世帯の81.5%、3,039世帯にも上る。生活保護は、憲法25条に明記された国民の生存
権を保障する最後のセーフティネットであり、その生活保護の削減は国民の暮らしに大きな影響を与える。住

民税、保育料、介護保険料、就学援助、最低賃金など、低所得世帯の生活悪化に連動することから、当該事業の実施
はすべきでないと考える。
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議案第67号 所沢市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の
 一部を改正する条例制定について
今回の改正は、訪問介護のうち、掃除・洗濯・調理などの生活援助について、国が定めた回数を上回ったケア
プランを市に届け出るよう義務づけ、市でその内容を検証し、介護サービスの適正化に向けて是正を促すとい
うものである。そして、その検証は医療・福祉の専門職、民生委員などの多職種の方々で行い、必要な介護サ

ービスと判断されれば認められることから、適正な介護サービス提供に向けた改正であると考える。

現在、所沢市では頻回利用はないとのことだが、他の自治体では頻回利用が不可欠な人の事例も聞いている。
1日複数回利用するのは認知症で一人暮らしの方が多く、家事支援も含む生活援助で生活を整えることで重症
化を防ぎ、地域生活を支えている。必要な支援が制限されれば、家族介護か自費で保険外サービスを利用する

しかなくなってしまうため、利用抑制ではなく、必要なサービスを提供する環境整備を求めるものである。

ખ
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○：賛成　　×：反対
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結　果

第67号
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（修正案）
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第79号

原案可決

原案可決

所沢市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例制定について

平成30年度所沢市一般会計補正予算（第3号）
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র੨ؙؙ୬৮৩ق��ফ૔૙ؚك ଜ୺஖ᅧ৕৮৩ق��ফ૔૙ؚك લমؙ࿜ਕ৮৩ق��ফ૔૙ؚك ࿲৙ؙຶ੬৮৩ق��ফ૔૙ك
പিؙෑ಻৮৩ق��ফ૔૙ؚك রؙؙဧಂ৮৩ق��ফ૔૙ؚك পલؙ௏঳৮৩ق��ফ૔૙ك

Topics!
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新体制
が、決

定

したの
だ!

総務経済常任委員会

ؙ਴ਛ��ফਸ਼2৚6قাك৒୻ভؚ॑6া��঩
ऊै7া�঩भ��঩৑भভ਋द৫ಈखऽखञ؛
ؙੂ঩भ6া��঩पमਫౢ৮শ৭଱॑ষःؚం੶
भधउॉਫౢ৮শ॑৭লखऽखञ؛ऽञؚ঳৖
੻৩ভ੻৩भ৭ભಉ॑ষःؚਰৣभधउॉ੻৩ভ
ଡਛऋৠ৒खऽखञ؛
؛੡৐भకभਯஊमؚਊ৭৚ਯदघپ
৮শमؚਚ૕৘৮ভ੻৩ভ૖୻भૠ৒पेॉؚپ
ଞભ੻৩ভपमਚരखथःऽच॒؛

所沢市
議会の

৘৆৸ಹभ੫઺ृ৹ତؚଃਜؚ৘ઘؚీ৺ؚଆ಼ؚૹ঵ؚ஗঵ؚ௴୾ಉप
ঢ়घॊऒध॑ଟਪखऽघ؛

੻৩শऊै঳੉
所管する議案に対してしっかりと審査していくとともに、少子高齢化に伴い、今後さまざまな社会経済状況の変化が
考えられる中で、本市の地域経済が安定的かつ持続的に発展できるよう、委員とともに調査・研究していきます。
◎委員長 ○副委員長

粕谷不二夫①
ঽ૓ড়਌ਇ

かす や ふ じ お

福原浩昭③
ਁ৥ਇ

ふくはらひろあき

健康福祉常任委員会

地方創生に関する特別委員会

বড়௏೨৳૫ؚૣකؚ৳௏ؚୢ௜ಉपঢ়घॊऒध॑ଟਪखऽघ؛

੻৩শऊै঳੉
市は「健幸長寿のマチ所沢」を掲げ、市民一人ひとりが健康を実感しながら、地域で安心していきいきと生活できる
ことを目指していることから、誰もが生涯現役で活躍できる仕組みづくりについて取り組んでいきます。
◎委員長 ○副委員長

亀山恭子②
ਁ৥ਇ

かめやまきょうこ

中村　太④
ඹยঽড়
ॡছঈ

なかむら とおる

平井明美⑧
঩মુਓਇ

ひら い あけ み

末吉美帆子③
জঋছঝਚ૕

すえよし み ほ こ

近藤哲男②
ঽ૓ড়਌ਇ؞
૮ਚരभভ

こんどうてつ お

◎委員長　中村　　太　　○副委員長　中　　毅志
　島田　一隆　　　城下　師子　　　平井　明美
　粕谷不二夫　　　大石　健一　　　亀山　恭子
　浅野美恵子　　　吉村　健一　　　越阪部征衛

議会運営委員会
◎委員長　石本　亮三　　○副委員長　矢作いづみ
　荒川　　広　　粕谷不二夫　　赤川　洋二　　亀山　恭子
　石原　　昂　　入沢　　豊　　杉田　忠彦　　西沢　一郎
　松本　明信　　中村　　太

城下師子⑤
঩মુਓਇ

中　毅志④
ঽ૓ড়਌ਇ

なか たけ ししろしたのり こ

杉田忠彦③
ඹยঽড়
ॡছঈ

すぎ た ただひこ

村上　浩④
ਁ৥ਇ

むらかみ ひろし

大舘隆行③
ঽ૓ড়਌ਇ

おおだちたかゆき

赤川洋二④
জঋছঝਚ૕

あかがわよう じ

大石健一③
ঽ૓ড়਌ਇ؞
૮ਚരभভ

おおいしけんいち

小林澄子④
঩মુਓਇ

こ ばやし こすみ

植竹成年②
ਁ৥ਇ

うえたけなりとし
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市民文教常任委員会

■議長就任の挨拶
　このたび、第64代所沢市議会議長に就任いたしました。市議会は
市の議事機関として、条例の制定や予算の議決をはじめ、重要な役割
を担っています。しかしながら、市民の皆様からの関心度や信頼度は
必ずしも高いとは言えないと感じております。
　所沢市議会は平成21年3月に議会基本条例を制定し、議会報告会や
政策討論会を開催するなど、改革に取り組んでまいりました。また、
平成27年度から早稲田大学との連携協力がスタートし、政策立案機
能の強化も図っているところです。
　平成31年は統一地方選挙の年に当たり、平成の時代が幕を閉じる
のと同時に当市議会も任期満了を迎えます。公平公正を旨とし、充実
した審議のための体制を整備するとともに積極的な情報発信に努め、
市民の皆様に納得していただける議会運営を目指していく所存です。
　市民の皆様には一層のご理解とご協力を賜りますよう、心から
お願い申し上げまして就任のあいさつといたします。

ધ৲഼୒ ৉ؚୠतऎॉ ৵ؚ؞র৾ૅभઇ୘ؚਁ ড়ை ௕ؚછைಉपঢ়घॊऒध
॑ଟਪखऽघ؛

੻৩শऊै঳੉
学校施設の老朽化により、建物の修繕計画が課題となっています。また、少子化による児童生徒数の減少は、修繕計画
にも影響を与えます。他の施設との複合化なども含め、今後の学校施設のあり方について取り組んでいきます。
◎委員長 ○副委員長

石本亮三③
জঋছঝਚ૕

いしもとりょうぞう

おぎ の やす お

こん どう てつ お

西沢一郎③
ਁ৥ਇ

にしざわいちろう

石原　昂①
ঽ૓ড়਌ਇ؞
૮ਚരभভ

いしはら たかし

入沢　豊②
ঽ૓ড়਌ਇ؞
૮ਚരभভ

いりさわ ゆたか

建設環境常任委員会 ੊ଡ଼ ੃ؚ৘ੑ઺ ગؚ৫৅ યؚ઺ତ৶ؚਁ ୱ ঱ؚৣ਷੊ ୭ؚ୆ৌੁ ओؚाৌੁ
ಉपঢ়घॊऒध॑ଟਪखऽघ؛

੻৩শऊै঳੉
今、環境に対する政策の重要性は非常に高まってきています。環境と開発を調和させ、人口減少時代にあった街づく
りをしていかなくてはなりません。本年も政策提言を行うなど、「もの言う委員会」として活動してまいります。
◎委員長 ○副委員長

松本明信②
ঽ૓ড়਌ਇ

まつもとあきのぶ

谷口雅典②
౞ਟ

たにぐちまさのり

浅野美恵子④
ඹยঽড়
ॡছঈ

あさ の み え こ

第6次所沢市総合計画特別委員会
◎委員長　大石　健一　　○副委員長　荒川　　広
　城下　師子　　　谷口　雅典　　　赤川　洋二　　
　福原　浩昭　　　石原　　昂　　　越阪部征衛　　
　桑畠　健也

広聴広報委員会
◎委員長　大舘　隆行　　○副委員長　城下　師子
　末吉美帆子　　　小林　澄子　　　入沢　　豊　　
　浅野美恵子　　　吉村　健一　　　村上　　浩　　
　松本　明信　　　桑畠　健也

第64代議長

荻野　泰男③
（至誠自民クラブ）

青木利幸②
ঽ૓ড়਌ਇ

あお き としゆき

桑畠健也④
ඹยঽড়
ॡছঈ

くわはたけん や

秋田　孝⑤
ඹยঽড়
ॡছঈ

あき た たかし

島田一隆②
জঋছঝਚ૕

しま だ かずたか

荒川　広⑨
঩মુਓਇ

あらかわ ひろし

松崎智也②
౞ਟ

まつざきとも や

越阪部征衛⑤
ঽ૓ড়਌ਇ

お さか べ せい え

矢作いづみ④
঩মુਓਇ

や さく

吉村健一③
ਁ৥ਇ

よしむらけんいち

第65代副議長

近藤　哲男②
（自由民主党・無所属の会）
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カルチャーパークについて提言しました
　建設環境常任委員会では、所沢カルチャーパークについて、用地取得が
計画どおり進捗していないなどの現状を鑑み、事業の早期完成と、財政負
担を最小限にするため、「『所沢カルチャーパーク築造事業』に対する提言」
をまとめ、6月定例会で報告しました。
　提言には、平成34年度からの全面供用開始、創出林予定地内の少年サッ
カー場について、創出林育成を優先し、サッカー場代替地選定について市
が協力を行うこと、管理、作業棟など未整備の設備を早急に行うことなど
の内容が盛り込まれました。

議会報告会を開催しました
　議会情報を議員が直接、市民の皆さまに報告・説明するとともに、皆さまからのご意見をお聴きする議会
報告会を、5月19日（土）と23日（水）に開催しました。3月定例会についての報告、質疑応答、意見交換な
どを行い、2日間で合計76名の方々にお集まりいただきました。

【議案に対する質問及び回答より（一部抜粋）】
Ｑ：所沢市企業立地支援条例の一部改正について、「本市の強みを活かした都市型産業として、アニメーショ
ンやコンテンツ、ICT関連産業といった業種を誘致」とあるが、本市の強みとは何か。

Ａ：都心までのアクセスが良く、またアニメーションに関係した著名人が多くおり、㈱KADOKAWAと連携
したことで、アニメーション関連の充実が期待できる。今後は市民の皆さんからもご意見をいただきな
がら、さまざまな業種の企業を誘致して盛り上げていき、所沢市の強みにつなげていく必要があると考
える。

【市政全般に対する意見より（一部抜粋）】
・荒幡富士は景観賞を受賞しているので、観光地として活用できないか。
・名誉市民には、なぜ元市長ばかりが選ばれるのか。
・新電力会社を作るのであれば、地産池消の電力を増やしてもらいたい。東部クリーンセンターの余熱利用
で温水プール等を考えてもらいたい。

・所沢駅周辺に障害者就労のサテライトオフィスを誘致してほしい。

Topics!

Topics!

所沢カルチャーパーク

5月19日（土）
場所：吾妻まちづくりセンターホール

5月23日（水）
場所：所沢市役所3階全員協議会室
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平成30年（2018年）8月15日

〈1位〉北海道芽室町議会
〈2位〉滋賀県大津市議会
〈3位〉大阪府議会
〈4位〉石川県加賀市議会
〈5位〉三重県四日市市議会

全国23位にランクインしました
　早稲田大学マニフェスト研究所が全国の1318議会を対象に実施した
「議会改革度調査2017」で、当市議会が第23位（昨年は25位）となりま
した。
　調査では、「情報共有」「住民参加」「機能強化」ごとに採点が行われ、
所沢市議会はそれぞれの項目で207位、6位、25位（昨年は135位、18位、
11位）で、合計得点で23位でした。
　当市議会では、これまでさまざまな議会改革を行ってきましたが、今後
もさらに市民の方々の負託に応えるべく、取り組みを進めていきます。

　7月7日（土）に所沢市こどもと福祉の未来館において、筑波大学システ
ム情報系社会工学域教授　谷口　守氏を講師に迎え、政策討論会「人口減
少と街づくり（空き家だらけの街を防ぐには）」を開催し、55名の方々に
お集まりいただきました。

第1部：谷口先生による基調講演　「コンパクトなまちづくりを考える」
第2部：建設環境常任委員8人による討論会

政策討論会を開催しました

Topics!

Topics!
政策討論会の様子

議会評価を行いました
　所沢市議会では、現在行っているさまざまな議会活動について、毎年度
自己評価を行っています。今回は以下のとおり、議会運営委員会及び広聴
広報委員会で評価を行いました。

【議会運営委員会】
　「議会評価について」「平成29年度議会運営委員会視察」「議会ICT化の
推進」「議会改革に関する視察受け入れ」の4事業及び議会改革について
【広聴広報委員会】
　「市議会だより作成・配付」「政策討論会の開催」「議場コンサートの開催」
の3事業について

6月定例会での報告の様子

総合順位TOP5
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一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。
ご
自
身

の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
?

※
各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
1
項
目
を
抜
粋
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

物事を構成している構成要素の割合を出し、その構成要素を大きい順に並べ、上位の一部要素が全体にどのくらい影響しているのかを調
べることで、その結果、何に重点を置くべきか、また、その重要性や優先度はどのくらいかということを分析する手法のことをいいます。

Ｑ
米
軍
所
沢
通
信
基
地

内
で
の
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
飛
行
訓
練
に
つ
い
て

は
東
西
連
絡
道
路
開
通
後
、

市
民
の
頭
上
で
低
空
飛
行

さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
た
め
、
中
止
を
申
し
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
飛
行
訓
練
を
控
え
る

よ
う
平
成
28
年
5
月
に
書

面
で
北
関
東
防
衛
局
へ
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た

本
市
も
加
盟
す
る
埼
玉
県

基
地
対
策
協
議
会
に
お
い

て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運

用
に
は
特
段
の
配
慮
を
す

る
よ
う
に
毎
年
要
望
し
て

い
る
。
今
後
も
必
要
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

基
地
内
で
の
飛
行
訓
練
中
止
を

日本共産党
矢作いづみ

Ｑ
西
武
グ
ル
ー
プ
が
主

体
と
な
る
複
合
商
業
施
設

の
基
礎
工
事
と
併
せ
て
、

下
水
熱
と
地
中
熱
を
同
時

に
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
で
き
れ
ば
、
マ
チ

ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構

想
を
具
現
化
す
る
先
進
的

な
環
境
対
策
に
な
り
得
る

と
考
え
る
が
、
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
ま
ず
は
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
変
え
る
努
力
を
し

た
上
で
、
持
続
可
能
な
地

球
環
境
を
維
持
す
る
た
め

に
役
立
つ
知
見
や
技
術
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

西
武
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て

も
、
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ

ン
所
沢
構
想
の
趣
旨
を
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
地
中

熱
や
下
水
熱
利
用
に
つ
い

て
も
呼
び
か
け
て
ま
い
り

た
い
。

所
沢
駅
西
口
複
合
商
業
施
設
に
お
け
る

下
水
熱
と
地
中
熱
の
同
時
活
用
に
つ
い
て

未来
谷口　雅典

Ｑ
国
保
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
医
療
費
に
つ

い
て
パ
レ
ー
ト
分
析
は
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
集
中

対
応
す
べ
き
疾
病
を
明
ら

か
に
し
、
新
た
な
ア
プ
ロ

ー
チ
や
事
業
を
今
後
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
現
在
、
市
に
お
い
て

は
パ
レ
ー
ト
分
析
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
後
も
生
活

習
慣
病
対
策
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
重
要
性
は
非

常
に
感
じ
て
い
る
。
疾
病

な
ど
の
リ
ス
ク
分
析
に
よ

り
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題

に
つ
い
て
、
今
後
は
対
策

を
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

パ
レ
ー
ト
分
析
　
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ

桑畠　健也

Ｑ
改
札
口
の
供
用
開
始

時
期
を
早
め
る
こ
と
は
で

き
る
か
。
ま
た
西
所
沢
駅

周
辺
の
未
来
図
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

A
供
用
開
始
を
早
め
る

こ
と
に
つ
い
て
は
西
武
鉄

道
株
式
会
社
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。
未
来
図
に

つ
い
て
は
、
安
全
性
と
利

便
性
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
自
由
通
路
と
橋
上
駅

舎
化
に
よ
っ
て
、
商
業
に

よ
る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
東

側
と
緑
豊
か
な
西
側
の
住

民
が
ス
ム
ー
ズ
に
往
来
で

き
る
こ
と
を
先
決
と
考
え
、

人
々
の
利
便
と
安
全
が
図

ら
れ
る
中
で
、
商
業
を
含

め
て
、
ま
ち
の
変
化
、
特

に
駅
西
、
駅
南
方
面
の
よ

り
よ
い
変
化
が
も
た
ら
さ

れ
る
と
感
じ
て
い
る
。

西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
開
設
の

早
期
実
現
に
向
け
て

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

こ
こ
が
聞
き
た
い
！質

問

一
般
質
問
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公募設置管理制度のことで、都市公園に民間の優良な投資を誘導し、公園管理者の財政負担を軽減しつつ、公園の質や利用者の
利便性の向上を期待する制度として、平成29年の都市公園法の改正に伴い設けられました。

Ｑ
新
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
が
変
更
と
な
っ
た
児

童
ク
ラ
ブ
の
引
き
継
ぎ
に

つ
い
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
い

か
な
か
っ
た
と
い
う
声
を

保
護
者
か
ら
聞
い
た
。
引

き
継
ぎ
の
実
施
状
況
等
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

ま
た
改
善
指
導
し
て
い
る

か
。A

指
定
管
理
者
に
変
更

が
あ
っ
た
児
童
ク
ラ
ブ
に

対
し
て
、
青
少
年
課
で
は

引
き
継
ぎ
の
協
議
、
ま
た

合
同
保
育
等
の
際
に
随
時

立
ち
会
い
、
引
き
継
ぎ
状

況
を
把
握
し
て
い
る
。
引

き
継
ぎ
期
間
中
に
支
援
員

が
体
調
不
良
に
よ
り
退
職

さ
れ
た
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た

こ
と
は
把
握
し
て
い
る
が
、

運
営
に
大
き
な
支
障
は
な

か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者

引
き
継
ぎ
の
問
題
点
に
つ
い
て

日本共産党
小林　澄子

Ｑ
イ
タ
リ
ア
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
な
る
所
沢
だ
が
、

事
前
合
宿
地
の
早
稲
田
大

学
近
隣
の
地
元
商
店
街
や

地
元
自
治
連
合
会
等
へ
の

支
援
や
協
力
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

A
地
域
住
民
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い

る
か
、
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

地
域
が
盛
り
上
が
る
方
策

や
支
援
の
方
法
な
ど
も
考

え
、
市
民
と
と
も
に
機
運

を
高
め
て
い
き
た
い
。
開

催
ま
で
2
年
と
迫
っ
て
い

る
の
で
、
今
後
は
組
織
体

制
の
強
化
を
進
め
、
市
民

に
と
っ
て
も
窓
口
が
明
確

に
な
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
タ
リ
ア
歓
迎
を
行
う
地
元
関
係
者

へ
の
支
援
は
?

自由民主党
中　毅志

Ｑ
民
泊
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
対
策
及
び
整
備
に
つ

い
て
、
所
沢
市
民
泊
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

見
解
は
。

A
民
泊
に
つ
い
て
は
、

観
光
施
策
の
推
進
に
一
定

の
効
果
が
期
待
で
き
る
反

面
、
課
題
も
多
い
。
本
市

の
民
泊
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
や
規
制
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
状
況
を

踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
十

分
連
携
し
な
が
ら
、
ま
た

他
市
の
状
況
等
も
参
考
に

し
な
が
ら
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
よ
る

民
泊
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

公明党
植竹　成年

Ｑ
投
票
所
整
理
券
は
文

字
が
小
さ
す
ぎ
る
た
め
、

は
が
き
の
形
式
か
ら
、
文

字
を
大
き
く
し
、
各
記
入

ス
ペ
ー
ス
を
大
き
く
広
げ
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
配
慮
し
た
封
書
化
へ
の

改
善
は
で
き
な
い
か
。

A
投
票
所
整
理
券
の
封

書
化
に
つ
い
て
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
で
協
議
し
た

結
果
、
必
要
経
費
は
増
額

と
な
る
が
、
事
前
記
入
の

促
進
、
投
票
環
境
の
向
上
、

期
日
前
投
票
所
の
受
付
混

雑
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
来
年
度
の
統
一

地
方
選
挙
か
ら
導
入
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

投
票
所
整
理
券
の封

書
化
に
つ
い
て

公明党
福原　浩昭

Ｑ
跡
地
利
用
に
つ
い
て

P
a
r
k
―
P
F
I
　
に

よ
り
、
地
下
に
体
育
館
、

地
上
部
に
芝
生
広
場
や
カ

フ
ェ
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
保
育
園
の
設
置
、
ま

た
所
澤
神
明
社
と
一
体
感

の
あ
る
新
し
い
都
市
公
園

は
で
き
な
い
か
。

A
旧
庁
舎
・
旧
文
化
会

館
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
活
性
化
、
歴

史
的
な
背
景
、
地
域
住
民

の
思
い
に
も
十
分
配
慮
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
利
用
方
法
の

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
市

や
地
域
に
と
っ
て
最
も
有

効
な
活
用
方
法
と
な
る
よ

う
に
、
議
員
の
提
案
も
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

排
除
せ
ず
に
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

旧
庁
舎
・
旧
文
化
会
館
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

リベラル所沢
島田　一隆

Ｑ
無
償
化
に
よ
る
市
の

負
担
は
。
国
に
対
し
て
財

源
措
置
を
求
め
る
べ
き
で

は
。
ま
た
無
償
化
で
保
育

料
や
施
設
整
備
な
ど
市
の

保
育
へ
の
影
響
は
。

A
無
償
化
さ
れ
た
際
の

国
と
市
の
負
担
割
合
は
、

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

財
源
の
問
題
は
全
国
市
長

会
か
ら
国
へ
要
望
し
て
い

る
。
機
会
を
捉
え
そ
の
要

望
は
伝
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
伴
い
、
保
育
需

要
は
さ
ら
に
高
ま
る
と
予

想
さ
れ
、
無
償
化
を
独
自

に
先
行
し
た
市
に
お
い
て

は
、
保
育
需
要
に
予
想
以

上
の
反
響
が
あ
り
、
待
機

児
童
数
が
全
国
最
多
と
な

っ
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

ゆ
ゆ
し
き
問
題
と
捉
え
て

い
る
。

幼
児
教
育
無
償
化
と

市
の
保
育
行
政
に
つ
い
て

日本共産党
城下　師子
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市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
日
本
大
学
芸
術
学
部

の
移
転
は
、
市
に
と
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
打
撃

が
大
き
い
と
思
う
。
今
後

は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

何
ら
か
の
対
応
を
し
た
ほ

う
が
よ
い
の
で
は
。

A
日
本
大
学
芸
術
学
部

に
つ
い
て
は
、
所
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
の
活
用
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

時
点
で
全
て
の
移
転
を
決

定
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。
今
後
も
日
本
大
学
芸

術
学
部
等
の
動
向
を
注
視

し
、
意
向
な
ど
も
確
認
し

な
が
ら
、
動
き
が
見
ら
れ

た
と
き
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
対
応
し
た
い
。

日
本
大
学
芸
術
学
部
の
移
転
と

学
校
法
人
開
智
学
園
の
誘
致
に
つ
い
て

事業を書いたカードを使い、ワークショップ形式で自治体運営を学ぶ対話型自治体経営シミュレーションのことをいいます。
熊本県職員が作成した熊本版を皮切りに、各地の自治体職員らが派生版を作っています。

Ｑ
過
度
な
香
料
洗
剤
使

用
に
よ
り
化
学
物
質
過
敏

症
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク

が
あ
る
。
香
害
に
つ
い
て

市
の
取
り
組
み
を
伺
い
た

い
。
ま
た
保
育
園
や
学
校

な
ど
、
感
受
性
が
高
い
子

ど
も
た
ち
が
多
く
い
る
場

所
で
の
啓
発
は
で
き
な
い

か
。A

市
で
は
埼
玉
県
の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
庁
舎
内
に

掲
示
し
、
化
学
物
質
過
敏

症
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を

張
り
、
情
報
の
周
知
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
保
育
園

や
学
校
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
利
用
す
る
公
共
施
設

等
で
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
掲

示
に
つ
い
て
も
、
関
係
部

署
と
協
議
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

香
り
付
け
剤
の
大
流
行
は
化
学
物
質

過
敏
症
の
引
き
金
に
な
る
た
め
啓
発

活
動
を

リベラル所沢
末吉美帆子

Ｑ
所
沢
市
総
合
計
画
に

つ
い
て
計
画
行
政
の
あ
り

方
や
取
り
組
み
に
関
し
、

現
状
と
問
題
点
が
ど
の
よ

う
に
把
握
さ
れ
、
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の

か
。A

総
合
的
か
つ
計
画
的

な
市
政
運
営
を
図
る
た
め
、

総
合
計
画
を
最
上
位
計
画

と
し
て
策
定
し
、
そ
こ
に

位
置
づ
け
た
分
野
別
の
詳

細
な
取
り
組
み
等
を
個
別

計
画
と
し
て
策
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
、

担
当
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

共
通
認
識
の
も
と
に
業
務

に
当
た
る
た
め
の
羅
針
盤

と
な
り
、
ま
た
市
民
に
本

市
施
策
の
方
向
性
を
知
っ

て
も
ら
う
上
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

計
画
行
政
の
現
状
に
つ
い
て

自由民主党
越阪部征衛

Ｑ
市
で
は
平
成
29
年
度

に
初
級
職
員
研
修
で
「
S

I
M
2
0
3
0
」
を
実
施

し
て
い
る
が
、
取
り
入
れ

た
理
由
と
研
修
内
容
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

A
限
ら
れ
た
財
源
や
人

材
に
よ
り
行
政
課
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

も
優
先
度
を
考
え
効
率
的

に
進
め
て
い
く
経
営
感
覚

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

「
S
I
M
2
0
3
0
」で
は
、

問
題
解
決
や
自
治
体
経
営

に
必
要
な
視
点
の
気
づ
き

の
他
、
若
手
職
員
の
業
務

遂
行
に
お
け
る
視
野
の
広

が
り
な
ど
多
く
の
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

初
級
職
員
研
修
の
中
で
試

験
的
に
取
り
入
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

Ｑ
相
続
放
棄
に
よ
る
所

有
者
不
明
物
件
が
増
え
て

い
る
が
、
市
内
に
所
有
者

不
明
の
物
件
は
い
く
つ
あ

る
の
か
。
ま
た
相
続
放
棄

さ
れ
た
空
き
家
の
管
理
責

任
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

A
防
犯
対
策
室
で
把
握

し
て
い
る
所
有
者
不
明
の

物
件
数
は
4
件
で
あ
る
。

ま
た
相
続
放
棄
さ
れ
た
空

き
家
の
管
理
責
任
に
つ
い

て
は
、
相
続
放
棄
し
て
い

て
も
、
次
の
財
産
管
理
人

が
選
任
さ
れ
る
ま
で
は
、

管
理
義
務
は
相
続
人
に
あ

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

相
続
放
棄
等
に
よ
る

所
有
者
不
明
物
件
の
管
理
責
任
は

公明党
吉村　健一

公明党
亀山　恭子

Ｑ
集
合
住
宅
の
高
齢
化

の
問
題
の
一
つ
と
し
て
、

災
害
時
に
避
難
困
難
者
が

多
く
発
生
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。
団
地
集
会
所

を
避
難
所
と
す
る
な
ど
柔

軟
な
運
用
が
必
要
と
考
え

る
が
行
政
と
し
て
の
対
応

は
い
か
が
か
。

A
災
害
時
に
は
、
市
の

職
員
は
災
害
復
旧
等
の
対

応
の
た
め
人
的
な
余
裕
は

な
く
、
集
会
所
ご
と
に
個

別
対
応
す
る
こ
と
は
大
変

難
し
い
と
考
え
る
。
集
合

住
宅
の
集
会
所
に
避
難
さ

れ
た
方
に
対
し
て
は
、
避

難
者
の
状
況
等
を
指
定
避

難
所
か
現
地
災
害
対
策
本

部
に
伝
え
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
物
資
の
提
供
、

災
害
情
報
の
伝
達
等
の
対

応
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

集
合
住
宅
の
住
民
の
高
齢
化
に
伴
う

災
害
時
の
支
援
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

至誠自民
クラブ
秋田　孝
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Ｑ
現
在
、
公
共
施
設
で

東
京
電
力
よ
り
安
い
P
P

S
　
と
契
約
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
㈱
と
こ
ろ

ざ
わ
未
来
電
力
は
P
P
S

よ
り
も
安
い
価
格
で
供
給

で
き
る
の
か
。

A
現
段
階
で
は
東
京
電

力
よ
り
7
〜
8
%
低
額
に

で
き
る
か
と
試
算
し
て
い

る
。
な
お
、
供
給
す
る
事

業
所
の
供
給
量
や
使
用
量

な
ど
に
よ
り
、
金
額
が
異

な
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た

現
在
、
P
P
S
と
契
約
し

て
い
る
場
合
、
需
給
先
の

状
況
に
よ
り
金
額
も
変
化

す
る
た
め
、
一
概
に
全
て

安
い
と
い
う
お
答
え
は
で

き
か
ね
る
。

Ｑ
重
い
通
学
用
カ
バ
ン

が
児
童
・
生
徒
の
身
体
に

与
え
る
影
響
を
調
査
し
て

い
る
の
か
。

A
教
科
書
等
が
入
っ
た

通
学
用
カ
バ
ン
が
総
じ
て

重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

教
育
委
員
会
で
も
把
握
し

て
い
る
。
重
さ
が
児
童
・

生
徒
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
は
調
査
は
し
て
い
な

い
が
、
各
学
校
で
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
今
後
も

国
や
県
の
動
向
、
他
自
治

体
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
情
報
を
収
集
し
て
い
く
。

ま
た
児
童
・
生
徒
の
安
全

面
、
健
康
面
に
配
慮
し
た

対
応
を
一
層
充
実
さ
せ
る

よ
う
校
長
会
等
に
お
い
て

指
示
し
て
い
く
。

Power Producer and Supplierの略で、一般電気事業者以外で、大口需要家に対し電力の供給を行う事業または事業者のこと
をいいます。

児
童・生
徒
の
重
い
通
学
用
カ
バ
ン
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て

公明党
西沢　一郎

Ｑ
所
沢
駅
西
口
ロ
ー
タ

リ
ー
に
つ
い
て
、
安
全
対

策
を
考
え
、
現
代
の
時
代

に
合
わ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を

検
討
し
、
つ
く
り
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
い
か

が
か
。

A
供
用
開
始
か
ら
三
十

数
年
経
過
し
て
い
る
中
で

所
沢
駅
の
乗
降
客
数
も
上

昇
す
る
と
と
も
に
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
な
ど
に
よ
る
使

わ
れ
方
も
少
し
ず
つ
変
化

し
て
い
る
。
学
識
経
験
者

を
は
じ
め
地
元
住
民
や
商

業
団
体
な
ど
か
ら
組
織
す

る
所
沢
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
連
絡
協
議
会
か
ら
、
駅

前
広
場
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
意
見
等
も
踏
ま

え
、
駅
前
広
場
の
改
修
に

つ
い
て
関
係
部
局
と
と
も

に
検
討
し
て
い
る
。

至誠自民
クラブ
浅野美恵子

所
沢
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
第
6
次
所
沢
市
総
合

計
画
に
お
い
て
、
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
構
想
を
ま
ち
づ
く

り
に
位
置
づ
け
て
、
西
武

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
水

と
み
ど
り
が
つ
く
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
連
携

さ
せ
た
周
辺
計
画
を
含
め

て
策
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。A

第
6
次
所
沢
市
総
合

計
画
の
案
に
お
い
て
、
ボ

ー
ル
パ
ー
ク
化
の
計
画
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
動
き
を
踏
ま
え
て
、
豊

か
な
み
ど
り
と
文
化
の
魅

力
を
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
水
と
み
ど
り
が
つ
く

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
動

す
る
こ
と
で
、
本
市
の
魅

力
を
広
く
伝
え
て
い
け
る

仕
組
み
を
組
み
上
げ
て
い

き
た
い
。

Ｑ
所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

ー
ク
の
多
目
的
広
場
に
つ

い
て
、
市
民
に
と
っ
て
使

用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

ー
ク
に
つ
い
て
は
、
事
業

認
可
期
間
で
あ
る
平
成
33

年
度
ま
で
の
事
業
完
成
に

向
け
進
め
て
い
る
。
ま
た

所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク

の
運
動
空
間
と
し
て
、
主

に
原
っ
ぱ
広
場
や
多
目
的

広
場
な
ど
が
あ
り
、
多
目

的
広
場
に
つ
い
て
は
、
他

の
公
園
利
用
者
の
安
全
面

や
天
然
芝
の
保
護
な
ど
の

観
点
か
ら
市
に
登
録
し
た

団
体
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
市
民
に
と
っ

て
使
い
や
す
く
、
多
く
の

利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
周

知
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の

利
用
に
つ
い
て

リベラル所沢
赤川　洋二

ラ
イ
オ
ン
ズ
球
団
の「
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

構
想
」と
連
携
さ
せ
た
周
辺
計
画
を

㈱
と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力
に
よ
る

電
力
供
給
に
つ
い
て

日本共産党
荒川　広

Ｑ
高
齢
者
が
ペ
ッ
ト
の

面
倒
が
見
き
れ
な
く
な
る

ケ
ー
ス
や
、
飼
う
こ
と
が

困
難
に
な
っ
た
が
引
き
取

り
手
が
い
な
い
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー

や
相
談
会
な
ど
を
開
催
し

て
課
題
解
決
の
た
め
の
対

応
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
、
飼
え
な
く
な
っ

た
ペ
ッ
ト
の
行
き
先
に
つ

い
て
困
っ
た
と
い
う
声
は

あ
ま
り
多
く
は
寄
せ
ら
れ

て
い
な
い
。
ま
ず
は
地
域

ケ
ア
運
営
会
議
な
ど
を
通

じ
て
、
介
護
の
現
場
の
ペ

ッ
ト
の
現
状
や
課
題
の
把

握
と
と
も
に
情
報
共
有
し

た
い
。
ま
た
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
開
催
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
研
究
し
て
い
き
た

い
。

飼
い
主
の
高
齢
化
に
よ
る

ペッ
ト
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

公明党
村上　浩

自由民主党・
無所属の会
大石　健一
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みみ丸のここが聞きたい!特別編
－ 議案の審議はどうやって進むのだ? －

1
議案の上程

2
議案の説明

3
議案に対する質疑

4
委員会付託

5

6
委員長報告

7
討　論

8
採　決

議案
　審議
基本的な、

の流れこんな順序で行われています

6月定例会でもたくさんの議案が出てきたけど、議会が始まってからいろいろなことがあって、
何だかよくわからないうちに採決なのだ。議案審議の流れを教えてほしいのだ!

議案の内容を理解した上で、聞きたいこともしっかり聞いてから賛否を決められる仕組みになって
るのだ。こういう流れがあることを知って傍聴したら、議会のことがもっとわかるのだ!!

提出された議案を議題とし、審議の対象とすることを「上程」といいます。

議案提出者が提案理由や内容等の説明を行います。
市長提出議案では、市長から提案理由の説明、担当部長から議案説明が行われます。

議案の内容や提案理由等について、疑問がある点や不明である点を質疑します。答弁は市長や担当部長が行います。

それぞれの議案を、その内容を所管する常任委員会等に付託します（省略される場合もあります。）。基本的には
議案単位で付託されます。　※委員会やそれぞれの所管分野については6・7ページ参照　

議案を付託された委員会は、議案の審査を行います。

委員会での審査経過と結果について、委員長が報告します。

上程された議案について、賛成・反対の立場を明らかにした上で、意見を表明することをいいます。※5ページ参照

上程された議案について、議長が出席議員に賛否の意思表明を求め、その結果を集計し、「可決」「否決」などを決定
します。

1

2

3

4 5

6

7

8

委員会審査

このページでは、議案における審議（説明を聞き、
質疑、討論、採決を行う一連の過程のことをいい
ます）の基本的な流れについてご紹介します。
※ 1 ～ 4 、6 ～ 8 は本会議で、5 は委員会で
行われます。
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閉
会
中
の
・・・

定
例
会
が
な
い
と
き
も…
…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期
間

に
行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と
し
て

の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知
っ

て
い
ま
し
た
か
？

議
会
活
動

��঩

��঩

��঩

૦ਝ୭୆
ଞભ੻৩ভ

੕ਜ৽ੋ
ଞભ੻৩ভ

ઁലઁਾ੻৩ভ

੻৩ভ

੻৩ভ

੻৩ভ

્৒হ੯َ৘ඌ৉ତ૟पणःथ ؞َُ ଅ৉ਹ৷पण
ःथُ
ૐ৺஑੃৘ଡୗपणःथ؞

્৒হ੯َ ষ৆৽੾पणःथ ؞َُ ଃ৆ઈ੾पणःथُ
ভੑ੝୓भ਄ॉੌापणःथਁ؞

௏೨ૣක
ଞભ੻৩ভ ଳؙ௄

؞َ उःखऎ੖ව�ِ੖ै९ঝॺّউট४ख़ॡॺُ
पणःथ
؞َ ௏೨ํ୵भयखঐॵ५ঝউট४ख़ॡॺُपणः
थق൮௣਩ಂ਽৘ك

৘৮ভटेॉਸ਼���ಀभૅਫपणःथ؞

4月

��঩

��঩

��঩

৘ড়ધઇ
ଞભ੻৩ভ

૦ਝ୭୆
ଞભ੻৩ভ

੕ਜ৽ੋ
ଞભ੻৩ভ

ଳؙ௄

੻৩ভ

ଳؙ௄

ك൮௣਩ಂ਽৘ق઱ਝभള়৲पणःथૅ৾؞

્৒হ੯َଅ৉ਹ৷पणःथُ
ॡपणःथشঃشਚ૕ढ़ঝॳক؞

ك૸୴਩ಆಂ৙৘قভੑ਑২पणःथਁ؞

5月

�঩

৘ড়ધઇ
ଞભ੻৩ভ

ਫౢ੻৩শ
৴൪ੈ৮ভ

৮ভઈ੾੻৩ভ

੻৩ভ

ੈ৮ভ

੻৩ভ

્৒হ੯َ৾ૅઇ୘पणःथُ
ਚ૕৘য়র৾ૅ੬ਙઇྺತ఑भহ੧पणःथ؞

૚੻৩ভभ਄ॉੌापणःथ؞

৮ভઈ੾पঢ়घॊহඨपणःथ؞

ઁലઁਾ੻৩ভ ੻৩ভ ലઁਾपणःथઁ؞

6月
���াؼ৮ভਾઔভپ঩؞��঩ق�ঌش४૞සك
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そ
れ
ぞ
れ
の
き
っ
か
け
で
消
防
団
に
入

団
し
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
き
た
中

村
さ
ん
、
松
本
さ
ん
。
操
法
大
会
で
も
活

躍
し
た
2
人
の
大
学
4
年
生
は
、
消
防
団

で
の
経
験
を
活
か
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

┃
消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
。

（
中
村
）
大
学
に
入
学
す
る
前
に
け
が
を

し
て
し
ま
っ
て
サ
ー
ク
ル
に
も
入
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
何
か
や
ろ
う
と
思
い
、
ポ

ス
タ
ー
を
見
て
応
募
し
ま
し
た
。

（
松
本
）
東
日
本
大
震
災
や
、
自
宅
近
く

の
東
署
で
活
動
す
る
消
防
士
を
見
て
人

の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
と
感
じ
、
消

防
士
を
志
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
勉
強

を
少
し
で
も
し
た
い
と
思
い
、
入
団
し
ま

し
た
。

┃
消
防
団
の
魅
力
は
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

（
中
村
）
幅
広
い
年
代
の
人
た
ち
と
の
人

間
関
係
を
築
け
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま

す
。
操
法
の
練
習
や
火
災
現
場
へ
の
出
動

な
ど
忙
し
い
面
も
あ
り
、
私
は
そ
れ
も
好

き
な
の
で
す
が
、
友
人
を
誘
っ
て
も
な
か

な
か
わ
かって
も
ら
え
な
い
の
が
悩
み
で
す
。

┃
若
い
消
防
団
員
の
方
は
少
な
い
で
す
ね
。

（
松
本
）
私
も
入
団
を
決
め
る
ま
で
は
消

防
団
の
こ
と
を
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
、
若
い
団
員
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
も
火
事
な
ど
の
際
に
も
、
若
い
人
た
ち

が
動
く
力
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。（
↘
）
－学んだことを仕事や日々の生活に役立てていきたい。
　　　　　　　　　　　消防団に少しずつ恩返ししたい。－

◎ところざわ市議会だより第187号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）　20.8円
次の定例会は 9 月 5 日からの予定です。

（右）松本　大
第4分団（松井地区管轄）
所属。入団3年目。

（左）中村 衣夢歩
第6分団（小手指地区管轄）
所属。入団3年目。

し
暑
い
夏
。

冬
の
乾
燥

が
夏
に
く
れ
ば
、

も
っ
と
過
ご
し

や
す
い
の
に
と

思
う
。
受
験
勉
強
が
嫌
で
、
友
と

テ
ニ
ス
に
興
じ
た
中
3
の
夏
、
暑

さ
知
ら
ず
だ
っ
た
ナ
。
　
　（
小
）

　
象
庁
に
よ
れ
ば
、
関
東
甲
信

地
方
が
6
月
に
梅
雨
明
け
し

た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
真

夏
の
暑
さ
が
心
配
さ
れ
ま
す
ね
。

熱
中
症
に
気
を
付
け
て
、
賢
く
生

活
を
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
）

国
の
生
ま
れ
育
ち
な
の
で
、

内
地
の
暑
さ
に
は
未
だ
に
慣

れ
ま
せ
ん
。
歩
き
な
が
ら
、
日
差

し
を
遮
る
街
路
樹
の
あ
り
が
た
み

を
つ
く
づ
く
感
じ
る
夏
で
も
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
桑
）

　
広
聴
広
報
委
員
会

◎
大
舘
　
隆
行
　
〇
城
下
　
師
子

　
末
吉
美
帆
子
　
　
小
林
　
澄
子

　
入
沢
　
　
豊
　
　
浅
野
美
恵
子

　
吉
村
　
健
一
　
　
村
上
　
　
浩

　
松
本
　
明
信
　
　
桑
畠
　
健
也

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

蒸

気北

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝
く人たちをご紹介します。第11回目は所沢市
消防団で活躍中の大学生、中村衣夢歩（いむ
らん）さん・松本大（だい）さんにお話を伺
いました。

Ｑ＆Ａ
所沢から輝け!!

聴かせて！聴かせて！

今
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
例
え
ば

市
H
P
で
の
動
画
の
紹
介
な
ど
、
何
と
か

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

（
中
村
）
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
「
い
い
ね
」
な
ど
を
通
じ
て
活
動
状

況
な
ど
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す

の
も
、
1
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

┃
消
防
団
で
培
っ
た
も
の
を
、
今
後
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

（
中
村
）
私
は
福
祉
関
係
の
仕
事
に
就
く

予
定
な
の
で
す
が
、
仕
事
を
し
な
が
ら
消

防
団
も
続
け
た
い
で
す
。
近
く
で
人
が
倒

れ
た
場
合
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
役
に
立

つ
こ
と
ば
か
り
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
小

さ
な
こ
と
で
も
仕
事
や
日
々
の
生
活
に
役

立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

（
松
本
）
消
防
士
に
な
る
こ
と
が
で
き
た

場
合
、
消
防
団
を
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
操
法
大
会
な
ど
で
消
防

団
の
方
に
教
え
ら
れ
る
立
場
に
な
れ
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
消
防
団
で
の
日
々

は
絶
対
に
無
駄
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、

今
後
も
、
消
防
団
に
少
し
で
も
興
味
が
あ

る
人
が
い
た
ら
自
分
が
紹
介
で
き
る
よ
う

に
、少
し
ず
つ
恩
返
し
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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